
今
年
の
一
月
十
八
日
付

本
紙
に
、「
地
域
の
方
も
読

ん
で
」
と
題
し
て
、
下
伊

那
教
育
会
編
の
児
童
文
集

『
く
わ
の
実
』
・
生
徒
文

集
『
桑
の
実
』
購
読
の
誘

い
が
載
っ
た
。
こ
の
文
集

は
南
信
州
地
域
資
料
セ
ン

タ
ー
に
も
よ
く
寄
贈
さ
れ

て
く
る
こ
と
と
あ
わ
せ

て
、
私
も
か
つ
て
そ
の
編

集
と
発
行
に
携
わ
っ
た
こ

と
か
ら
、
関
係
記
事
を
書

か
せ
て
い
た
だ
く
。

『
桑
の
実
』
が
呱
々
の

声
を
あ
げ
た
の
は
、
昭
和

三
十
一
年
八
月
二
十
日
で

あ
る
。
以
来
、
飯
田
下
伊

那
地
区
の
小
中
学
校
か
ら

児
童
生
徒
の
代
表
作
品
を

集
め
て
毎
年
発
行
さ
れ
、

今
年
度
で
還
暦
を
迎
え

る
。
従
っ
て
、
こ
の
間
に

小
・
中
学
生
だ
っ
た
方
に

は
、
少
な
か
ら
ぬ
記
憶
や

思
い
出
の
あ
る
文
集
だ
と

思
う
。

還
暦
年
度
を
迎
え
る
と

は
言
え
、
不
思
議
な
こ
と

に
、
今
年
度
発
行
文
集
は

六
十
九
号
で
あ
る
。
そ
の

訳
は
、
最
初
の
頃
、
一
年

に
二
〜
三
回
も
発
行
さ
れ

た
こ
と
に
よ
る
。
正
確
に

言
う
と
、
創
刊
の
年
は
三

回
（
各
学
期
毎
）、次
の
年

か
ら
昭
和
三
十
七
年
ま
で

は
二
回
（
夏
と
冬
）、翌
年

（
第
十
五
号
）
以
降
は
年

に
一
回
の
発
行
で
あ
っ

た
。
つ
ま
り
、
初
年
度
は

年
三
回
、
翌
年
か
ら
六
年

間
は
年
二
回
、
昭
和
三
十

八
年
以
後
は
年
一
回
の
発

行
と
な
っ
た
の
で
、
今
年

度
が
第
三
十
九
号
と
な

る
。ご

承
知
の
通
り
、
こ
の

文
集
は
、
子
ど
も
の
発
達

段
階
に
よ
っ
て
表
紙
の
題

字
が
異
な
っ
て
い
る
。
そ

も
そ
も
創
刊
号
は
、
小
学

校
一
年
生
か
ら
四
年
生
ま

で
が
『
く
わ
の
み
』、小
学

校
五
年
生
か
ら
中
学
校
三

年
生
ま
で
が
『
桑
の
実
』

で
あ
っ
た
。
翌
年
か
ら
、

小
学
校
低
学
年
が
『
く
わ

の
み
』、同
高
学
年
が
『
く

わ
の
実
』、中
学
生
が
『
桑

の
実
』
に
変
わ
っ
た
。
こ

の
形
式
が
半
世
紀
近
く
続

い
た
が
、
平
成
二
十
年

（
第
六
十
一
号
）
か
ら
現

在
の
形
式
（
小
学
生
版
が

『
く
わ
の
実
』、中
学
生
版

が
『
桑
の
実
』）と
な
っ

た
。創

刊
号
の
表
紙
絵
（
写

真
参
照
）
は
、
後
の
下
伊

那
教
育
会
長
小
島
恵
蔵

（『
く
わ
の
み
』）と
、
後
の

挿
絵
画
家
北
島
新
平（『
桑

の
実
』）で
あ
る
。
題
字

は
、
両
者
と
も
当
時
の
高

松
高
校
（
現
飯
田
高
校
）

の
書
家
中
村
杏
山
で
あ

り
、
そ
の
後
も
ず
っ
と
変

わ
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
に

対
し
て
、
表
紙
絵
は
年
ご

と
に
変
わ
っ
た
。
初
期

は
、
熊
谷
元
一
・
高
木
庄

三
・
後
沢
為
雄
等
、
当
時

の
美
術
教
師
の
絵
だ
っ
た

が
、
間
も
な
く
当
該
学
年

の
児
童
・
生
徒
作
品
に
な

っ
た
。

掲
載
作
品
は
、
年
度
や

学
年
に
よ
っ
て
も
違
う

が
、
生
活
文
・
感
想
文
・

意
見
文
・
記
録
文
・
日
記

・
詩
・
俳
句
・
短
歌
等
、

さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
い
ず

れ
も
下
伊
那
教
育
会
の
国

語
科
委
員
会
が
、
毎
年
、

広
く
郡
内
の
小
・
中
学
生

か
ら
作
品
を
募
集
し
、
作

品
の
選
定
や
文
集
の
編
集

に
当
た
っ
て
き
た
。

思
え
ば
、
よ
く
も
こ
の

文
集
が
半
世
紀
以
上
も
続

い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の

六
十
年
間
、
こ
れ
を
書
き

続
け
て
き
た
の
は
、
郷
土

の
小
・
中
学
生
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
本
文
集
に
は
、

そ
の
時
代
時
代
の
子
ど
も

の
生
活
や
行
動
、
哀
歓
や

感
動
が
綴
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
そ
れ
を
指
導

し
、
支
え
た
の
が
多
く
の

教
職
員
と
保
護
者
で
あ

る
。
そ
の
意
味
で
、
そ
う

し
た
方
々
の
努
力
に
も
敬

意
を
表
し
た
い
。

◇

余
談
に
な
る
が
、
退
職

後
、
私
が
下
伊
那
教
育
会

館
に
勤
務
し
て
い
た
頃
の

こ
と
で
あ
る
。
あ
る
時
、

他
県
か
ら
中
年
男
性
が
訪

ね
て
き
て
、
窓
口
で
『
桑

の
実
』
を
見
せ
て
欲
し
い

と
言
う
の
で
あ
る
。
聞
け

ば
、
子
ど
も
の
頃
、
自
分

の
作
品
が
同
文
集
に
載
っ

た
の
で
ぜ
ひ
見
た
い
と
の

こ
と
で
あ
る
。

ま
た
あ
る
時
は
、
や
は

り
遠
方
の
方
か
ら
電
話
を

い
た
だ
き
、
同
種
の
依
頼

を
受
け
た
。
い
ず
れ
も
保

管
場
所
に
案
内
し
、
探
し

て
も
ら
っ
た
よ
う
に
覚
え

て
い
る
。
私
は
、
そ
の

時
、
こ
の
文
集
が
よ
そ
の

方
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
驚
い
た
。
こ
の

よ
う
に
、
時
を
隔
て
て
も

な
お
思
い
出
さ
れ
る
刊
行

物
は
少
な
い
よ
う
な
気
が

す
る
。

そ
の
後
、
私
は
、
こ
の

文
集
が
下
伊
那
教
育
会
館

の
み
な
ら
ず
、
飯
田
中
央

図
書
館
に
も
保
管
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
同

館
は
創
刊
号
か
ら
相
当
量

保
存
し
、
閲
覧
の
便
に
供

し
て
い
る
。
そ
れ
ば
か
り

か
、
数
年
前
に
は
特
別
コ

ー
ナ
ー
を
設
け
て
本
文
集

の
企
画
展
示
を
催
し
た
。

活
字
文
化
の
衰
退
が
叫

ば
れ
る
昨
今
、
こ
の
文
集

の
購
読
も
減
少
傾
向
と
聞

く
が
、
上
記
の
こ
と
を
思

い
合
わ
せ
、
今
後
も
ぜ
ひ

発
行
し
続
け
て
欲
し
い
も

の
で
あ
る
。

（
人
名
等
、
敬
称
略
）
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